
Ⅰ．はじめに

　近年，西日本で竹林の拡大による造林木の枯死，生物多様性の

低下が指摘され（4），林地保全上の影響が懸念されている。

　そこで，竹林の環境研究の一環として，著者らは侵入竹林がヒ

ノキ人工林の林分構造および土壌に与える影響について報告した

（5）が，今回は，調査例が極めて少ない竹林における雨水成分

と土壌水分について，隣接するスギ人工林と比較することにより

明らかにしたので報告する。

Ⅱ．試験地

　調査林分は熊本県和水町のモウソウチク林，マダケ林およびス

ギ林で，モウソウチク林とマダケ林は斜面上下方向に隣接し，竹

林とスギ林はお互いに横方向に隣接している。標高は約１００m，

傾斜１５°，南～南西向きの，ほぼ平衡斜面である。スギ人工林は

約３０年生で，モウソウチク林およびマダケ林はともに現在放置さ

れた竹林である。

　モウソウチク林およびマダケ林の立竹密度はそれぞれ

１２，８００，２４，８００本／ ha，スギ林の立木密度は１，９００本／ ha，平均胸

高直径はモウソウチク林で９．３cm，マダケ林で７．３cm，スギ林で

２１．８cmであった。また，伐倒竹８個体の胸高直径と竹稈高の間

に高い正の相関がみられたので，その関係式を用いて，他の個体

の竹稈高を算出した結果，平均竹稈高はモウソウチク林で１３．５m，

マダケ林で１４．８mとなり，スギ林の平均樹高２１．２mより低かった。

Ⅲ．調査方法

１．林外雨，林内雨，樹幹流（竹稈流）

　林外雨および林内雨は受水口径３００mmのロートで採水した。

樹幹流（竹稈流）は幹（稈）に巻き付けたウレタンラバーに樹幹

流（竹稈流）を集め，ホースを通して竹林では１０L容量タンクに，

スギ林では５０L容量タンクに導いた。なお，林外雨は試験地から

約３００mはなれた JA加工場に１箇所，林内雨および樹幹流（竹

稈流）は各林分で１箇所設置した。採水は不定期に行い，採取回

数は１２回（２００６年６月～２００６年１０月）であった。

　採取した雨水は重量測定後，直ちに pHおよび EC（電気伝導

度）を測定し，濾過後Ca２＋，Mg２＋の陽イオンは原子吸光分析法に

より，それ以外の陽イオン（Na ＋，NH４＋，K＋）および陰イオン

（Cl －，NO２－，PO４－，NO３－，SO４２－）はイオンクロマトグラフィー

（DX５００）で測定した。

２．土壌水分

　土壌水分はADR法（1）に基づく土壌水分計（Delta － T 

Devices 社製，ML１）を使って測定した。

　モウソウチク林およびスギ林において深さ５ cmの土壌に土壌

水分計を各１個埋設し，１時間間隔で自記記録した。測定期間は

５ヶ月間（２００６年６月１日～２００６年１０月３１日）であった。ただし，

機器の不調から８月から１ヶ月半の間欠測した。

Ⅳ．結果と考察

１．雨水の pH，ECおよびイオン組成割合

　表－１に林外雨，林内雨，樹幹流（竹稈流）の pHおよび EC

の加重平均値を示した。林外雨pHは４．７となり日本の平均pHと

同じであった。林内雨 pHはモウソウチク林，マダケ林，スギ林

においてそれぞれ５．２，５．３，５．３となり林分間で大きな違いはな

かった。また，樹幹流（竹稈流）pHはモウソウチク林，マダケ林，

スギ林でそれぞれ４．９，４．９，４．１となり両竹林で高い値を示した。
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表－１．林外雨，林内雨，樹幹流（竹稈流）の pHおよび EC

ECμ S ／ cmpH

樹幹流 
（竹稈流）林内雨林外雨

樹幹流 
（竹稈流）林内雨林外雨

１３．９４．７林外雨

２３．８３１．７４．９５．２モウソウチク林

２０．２２１．３５．０５．３マダケ林

４１．１１６．５４．１５．３スギ林



林内雨および樹幹流（竹稈流）の pHは両竹林間で違いは認めら

れないこと，林外雨 pHより高かったことから，両竹林とも酸性

雨に対する緩衝能が高い林といえた。これらは酒井・只木（2）

と同様の結果であった。

　表－２に陽イオンおよび陰イオンの当量濃度の組成割合を示し

た。竹林とスギ林との間に大きな違いが認められた。つまり，竹

林において陰イオンではCl －，陽イオンではK＋の割合が高かっ

た。特に，モウソウチク林の林内雨では陰イオンの６０％がCl －，

陽イオンの４４％がK＋で占められていた。このことはCl －および

K＋が竹林の葉などから盛んに溶脱していることを示唆していた。

同様の結果が報告（2，3）されている。

２．土壌水分

　図－１に表層５ cmの土壌水分の季節変化を示した。なお，縦

軸の誘電率（v）が低い値ほどより乾燥していることを示す。モ

ウソウチク林ではスギ林に比べ，梅雨時期を除きより乾燥してい

た。９月中旬～１０月（極めて少ない降水量の時期）の期間にはモ

ウソウチク林，スギ林とも土壌水分は急激に減少するが，モウソ

ウチク林で乾燥速度（傾き）が大きかった。以上のことはモウソ

ウチク林で蒸散が活発であることを示唆しており，竹林土壌がよ

り乾燥するメカニズムを調べるためには，今後，蒸散速度を実測

することが重要である。
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図－１．土壌水分（深さ５ cm）の季節変化

表－２．林外雨，林内雨，樹幹流（竹稈流）の組成割合（％）

スギ林マダケ林モウソウチク林

樹幹流林内雨竹稈流林内雨竹稈流林内雨林外雨

５７．９９．１１７．６９．２２７．４１３．７３９．２H＋陽イオン

７．５３４．５２８．７２４．４１６．４１８．３２６．１NH４＋

１５．６２３．４１５．１１９．１１２．４１３．１１０．４nss－Ca２＋

０．４０．６０．４０．３０．４０．２０．７ss－Ca２＋

４．２１０．０２１．７２９．４２７．８４４．４２．４K＋

５．２８．５８．０１０．７７．４６．８６．４Mg２＋

９．２１４．０８．６６．９８．３３．６１４．９Na＋

１９．９２６．２１７．４１４．７１２．１１１．８２４．９NO３－陰イオン

５０．０４７．６３２．３３２．０２７．２２７．４５３．８nss－SO４２＋

１．４１．９１．１１．０１．１０．６１．９ss－SO４２＋

２８．７２４．３４９．２５２．３５９．７６０．２１９．４Cl －


